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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第４期

第２四半期
連結累計期間

第５期
第２四半期
連結累計期間

第４期

会計期間
自　2020年１月１日
至　2020年６月30日

自　2021年１月１日
至　2021年６月30日

自　2020年１月１日
至　2020年12月31日

売上高 （千円） 10,705,960 12,408,215 23,062,021

経常利益 （千円） 459,757 967,949 1,276,078

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 282,332 630,317 832,753

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 277,008 640,739 824,053

純資産額 （千円） 2,150,432 3,986,247 3,566,011

総資産額 （千円） 9,490,850 11,067,098 11,324,652

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 56.46 114.70 162.65

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 22.7 36.0 31.5

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 27,561 261,154 1,130,336

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △197,326 △270,155 △231,593

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 101,615 △755,770 215,840

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 1,370,762 1,789,330 2,548,584

 

回次
第４期

第２四半期
連結会計期間

第５期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年６月30日

自　2021年４月１日
至　2021年６月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 39.05 59.41

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、2020年６月16日開催の取締役会決議により、2020年６月30日付で普通株式１株につき５株の割合で

株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期

（当期）純利益を算定しております。

４．第４期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在する

ものの、当社株式は非上場であったため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

５．第５期第２四半期連結累計期間及び第４期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　当第２四半期連結会計期間において、当社の完全子会社である三洋食品株式会社は、同社の焼津事業部及びSPF事

業部を新設分割し、新たに設立した株式会社ＳＴＩサンヨーに同事業を承継しました。また、当社の完全子会社であ

る三洋食品株式会社は、同じく当社の完全子会社である株式会社ヤマトミを吸収合併し、商号を株式会社ＳＴＩミヤ

ギに変更いたしました。詳細は、「第４経理の状況　１四半期連結財務諸表　注記事項（企業結合等関係）（共通

支配下の取引）」に記載しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より257百万円減少して、11,067百万円となりまし

た。

　流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べて345百万円減少し、6,430百万円となりました。この主な要因は、

商品及び製品が285百万円増加した一方で、現金及び預金が759百万円減少したことによるものであります。

　固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べて88百万円増加し、4,637百万円となりました。この主な要因は、

工場生産設備の導入等により有形固定資産が111百万円増加したことによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末より677百万円減少し、7,080百万円となりました。

　流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べて413百万円減少し、4,938百万円となりました。この主な要因は、

買掛金が300百万円、その他流動負債が155百万円減少したことによるものであります。

　固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べて264百万円減少し、2,141百万円となりました。この主な要因は、

返済により長期借入金が264百万円減少したことによるものであります。

　純資産の残高は、前連結会計年度末に比べて420百万円増加し、3,986百万円となりました。この主な要因は、配

当金の支払219百万円を実施した一方で、親会社株主に帰属する四半期純利益630百万円の計上により利益剰余金が

409百万円増加したことによるものであります。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は、前連結会計年度末より4.5ポイント上昇し、

36.0％となりました。

 

（2）経営成績の状況

　当社グループは食品製造販売事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載はしておりません。

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症再拡大により大都市圏においては

３度目の緊急事態宣言が発出され、緊急事態宣言解除後もまん延防止等重点措置が実施されるなど、経済活動の大

きな制限は継続されており、ワクチン接種が開始されたことにより持ち直しが期待されるものの、厳しい状況が続

いております。

　食品業界におきましては、いわゆる「巣ごもり消費」による内食需要が増加する一方で、生活様式の変化やイン

バウンド旅客の減少による需要低下など、「新たな日常」による個人消費行動の変化への対応を迫られておりま

す。また、新型コロナウイルス感染症において変異株が拡大し、その感染者が若年層に広がる中、外国人研修生を

中心とした感染対策の徹底など、生産現場における継続的な供給に対する負荷が高まっており、経営環境は引き続

き厳しい状況となっております。

　このような環境の中、当社グループは引き続き「持続可能な原材料・製造への取り組み」「フードロスの削減へ

の取り組み」「環境への配慮」「原料調達から製造・販売まで一貫した垂直統合型の展開」「健康志向と魚文化を

重視した中食への取り組み」を基本方針に掲げ、中長期的な企業価値向上と持続的な成長の実現に取り組むととも

に、新型コロナウイルス感染症対策の徹底など、食品メーカーとして消費者と従業員の安全と安心のために、安定

した製造・供給を継続すべく、当社グループ全体で社会的に重要な使命の遂行に取り組んでおります。

　販売面では、コンビニエンスストアにおけるおにぎり需要の低下などの影響により食材販売が低調に推移いたし

ましたが、食品販売におきまして、巣ごもり需要の影響などにより、カップサラダ製品などのチルド惣菜製品の販

売が堅調に推移しました。この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、12,408百万円（前年同四半期

比15.9％増）となりました。

　損益面では、グループ子会社における生産効率の向上により原材料費率及び労務費率を中心として売上原価率が

改善し、営業利益は940百万円（前年同四半期比101.0％増）、経常利益は967百万円（前年同四半期比110.5％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は630百万円（前年同四半期比123.3％増）となりました。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、1,789百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ759百万円の減少となりました。

　なお、各キャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
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　　営業活動の結果得られた資金は261百万円（前年同四半期は27百万円の収入）となりました。これは主に、法

人税の支払428百万円、仕入債務の減少301百万円、売上債権の増加266百万円により資金が減少した一方で、税

金等調整前四半期純利益971百万円、減価償却費360百万円により資金が増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動の結果使用した資金は270百万円（前年同四半期は197百万円の支出）となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出222百万円と無形固定資産の取得による支出50百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動の結果使用した資金は755百万円（前年同四半期は101百万円の収入）となりました。これは主に、長

期借入金の返済による支出301百万円、リース債務の返済による支出140百万円、配当金の支払額219百万円によ

るものであります。

 

（4）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

（6）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2021年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,495,500 5,495,500
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 5,495,500 5,495,500 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年４月１日～

2021年６月30日
－ 5,495,500 － 534,920 － 443,692
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（５）【大株主の状況】

  2021年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

㈱十見 東京都渋谷区広尾４丁目１－18－301 1,980 36.02

十見 裕 東京都渋谷区 920 16.74

㈱極洋 東京都港区赤坂３丁目３番５号 500 9.09

㈱セブン-イレブン・ジャパン 東京都千代田区二番町８番地８ 500 9.09

 ㈱日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８－12 303 5.52

MSIP　CLIENT　SECURITIES

（常任代理人モルガン・スタンレー

MUFG証券㈱）

25 CABOT SQUARE, CANARY WHARF,

LONDON E14 4QA, U.K.

（東京都千代田区大手町1丁目９－７）

165 3.01

NOMURA PB NOMINEES LIMITED

OMNIBUS-MARGIN（CASHPB）

（常任代理人野村證券㈱）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB,

UNITED KINGDOM

（東京都中央区日本橋１丁目13－１）

122 2.23

㈱キャメル珈琲 東京都世田谷区代田２丁目31－８ 100 1.81

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC

ISG （FE-AC）

（常任代理人㈱三菱UFJ銀行）

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET

LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

96 1.75

野村證券㈱
13-1, NIHONBASHI, 1-CHOME, CHUO-KU,

TOKYO, 1038011, JAPAN
86 1.57

計 － 4,775 86.90

（注）１．上記㈱日本カストディ銀行（信託口）の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、303千株であります。

　　　２．2021年３月19日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、三井住友ＤＳアセットマネジメント

㈱が2021年３月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期会

計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

　大量保有者　　　　　　三井住友ＤＳアセットマネジメント株式会社

　住所　　　　　　　　　東京都港区虎ノ門一丁目17番１号

　保有株券等の数　　　　株式　276,200株

　株券等保有割合　　　　5.03％
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（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

    2021年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

なお、１単元の株式数は

100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,493,900 54,939 同上

単元未満株式 普通株式 1,600 － －

発行済株式総数  5,495,500 － －

総株主の議決権  － 54,939 －

 

 

②【自己株式等】

    2021年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021

年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年１月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,598,584 1,839,330

受取手形及び売掛金 2,655,970 2,922,399

商品及び製品 513,534 798,616

仕掛品 30,151 39,745

原材料及び貯蔵品 808,416 596,626

その他 169,097 233,347

流動資産合計 6,775,754 6,430,065

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,988,317 1,924,940

機械装置及び運搬具（純額） 476,787 475,388

リース資産（純額） 817,785 907,977

その他（純額） 459,031 545,183

有形固定資産合計 3,741,922 3,853,490

無形固定資産   

のれん 116,561 95,368

その他 385,695 374,830

無形固定資産合計 502,256 470,198

投資その他の資産 304,718 313,343

固定資産合計 4,548,897 4,637,032

資産合計 11,324,652 11,067,098
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,851,283 2,550,563

1年内返済予定の長期借入金 567,068 529,858

未払法人税等 276,674 356,564

その他 1,657,320 1,501,922

流動負債合計 5,352,346 4,938,908

固定負債   

長期借入金 1,000,534 735,958

資産除去債務 167,792 168,299

その他 1,237,967 1,237,685

固定負債合計 2,406,294 2,141,943

負債合計 7,758,640 7,080,851

純資産の部   

株主資本   

資本金 534,920 534,920

資本剰余金 434,920 434,920

利益剰余金 2,595,708 3,005,522

自己株式 △205 △205

株主資本合計 3,565,344 3,975,157

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △372 5,060

為替換算調整勘定 710 5,699

その他の包括利益累計額合計 337 10,759

新株予約権 330 330

純資産合計 3,566,011 3,986,247

負債純資産合計 11,324,652 11,067,098
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

売上高 10,705,960 12,408,215

売上原価 7,999,725 8,769,055

売上総利益 2,706,235 3,639,160

販売費及び一般管理費 ※ 2,238,102 ※ 2,698,241

営業利益 468,132 940,918

営業外収益   

受取利息及び配当金 3,372 6,401

物品売却益 11,189 14,302

受取補償金 4,298 －

その他 12,073 22,859

営業外収益合計 30,934 43,563

営業外費用   

支払利息 16,042 13,912

支払手数料 21,569 2,487

その他 1,697 132

営業外費用合計 39,309 16,533

経常利益 459,757 967,949

特別利益   

固定資産売却益 － 3,875

負ののれん発生益 9,039 －

特別利益合計 9,039 3,875

税金等調整前四半期純利益 468,797 971,824

法人税等 188,245 341,506

四半期純利益 280,552 630,317

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,779 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 282,332 630,317
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

四半期純利益 280,552 630,317

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,386 5,433

為替換算調整勘定 △2,157 4,988

その他の包括利益合計 △3,543 10,421

四半期包括利益 277,008 640,739

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 279,313 640,739

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,304 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 468,797 971,824

減価償却費 312,228 360,312

のれん償却額 21,192 21,192

負ののれん発生益 △9,039 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,738 －

受取利息及び受取配当金 △874 △6,401

支払利息 16,042 13,912

支払手数料 21,569 2,487

固定資産売却損益（△は益） － △3,875

売上債権の増減額（△は増加） △171,611 △266,366

たな卸資産の増減額（△は増加） 253,329 △82,474

仕入債務の増減額（△は減少） △802,066 △301,232

その他の資産の増減額（△は増加） 29,288 18,290

その他の負債の増減額（△は減少） 80,675 △110,572

その他 356 5,682

小計 221,626 622,781

利息及び配当金の受取額 828 294

利息の支払額 △16,393 △14,043

コミットメントライン関連費用の支払額 △22,903 △3,371

法人税等の還付額 84,685 84,394

法人税等の支払額 △240,282 △428,901

営業活動によるキャッシュ・フロー 27,561 261,154

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △140,754 △222,715

有形固定資産の売却による収入 － 5,229

無形固定資産の取得による支出 △28,334 △50,921

投資有価証券の取得による支出 △780 △799

新規連結子会社の取得による収入 4,504 －

貸付けによる支出 △81,800 －

定期預金の払戻による収入 50,033 －

その他 △195 △948

投資活動によるキャッシュ・フロー △197,326 △270,155

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 653,959 －

長期借入金の返済による支出 △268,022 △301,786

長期未払金の返済による支出 △81,207 △94,068

リース債務の返済による支出 △116,702 △140,255

配当金の支払額 △65,000 △219,660

子会社の自己株式の取得による支出 △21,412 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 101,615 △755,770

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,114 5,517

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △70,263 △759,254

現金及び現金同等物の期首残高 1,441,026 2,548,584

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,370,762 ※ 1,789,330
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1）連結の範囲の重要な変更

　当第２四半期連結会計期間において、株式会社ＳＴＩサンヨーを新たに設立したため、連結の範囲に含めて

おります。

　また、株式会社ヤマトミについては、当第２四半期会計期間において当社の連結子会社である三洋食品株式

会社に吸収合併されたため、連結の範囲から除外しております。なお、三洋食品株式会社は株式会社ＳＴＩミ

ヤギに商号を変更しております。

 

(2）持分法適用の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮定及び会計上

の見積りについて、重要な変更はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

コミットメントライン契約

　当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行との間でコミットメントライン契約を締結

しております。この契約に基づく借入未実行残高は以下のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(2020年12月31日)

当第２四半期連結会計期間

(2021年６月30日)

コミットメントライン総額

借入金実行残高

1,500,000千円

－

1,500,000千円

－

差引額 1,500,000 1,500,000

上記のコミットメントライン契約について、以下の財務制限条項が付いております。

①連結貸借対照表の純資産の部の金額を前連結会計年度末比75％以上に維持する。

②連結損益計算書の経常損益が２期連続して損失にならないようにする。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日）

役員報酬 168,427千円 183,626千円

従業員給料 372,755 421,207

賞与引当金繰入額 65,807 65,483

法定福利費 74,788 84,033

退職給付費用 20,601 20,880

運賃 992,847 1,287,562

のれん償却額 21,192 21,192

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
至　2021年６月30日）

現金及び預金勘定 1,420,762千円 1,839,330千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △50,000 △50,000

現金及び現金同等物 1,370,762 1,789,330
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年３月25日

定時株主総会
普通株式 65,000 65 2019年12月31日 2020年３月26日 利益剰余金

（注）2020年６月30日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。「１株当たり配当

額」については、当該株式分割前の金額を記載しております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年２月25日

取締役会
普通株式 219,818 40 2020年12月31日 2021年３月12日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年６月30日）

　当社グループは、食品製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年６月30日）

　当社グループは、食品製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（企業結合等関係）

（共通支配下の取引）

（会社分割による子会社設立）

　当社の完全子会社である三洋食品株式会社は、2021年２月12日開催の取締役会の決議に基づき、2021年４月１

日を効力発生日として、同社の焼津事業部及びSPF事業部を新設分割により新設する株式会社ＳＴＩサンヨーに

承継させる新設分割を実施いたしました。

１．取引の概要

（１）対象となった事業の名称及びその内容

　　　事業名称　　　焼津事業部及びSPF事業部

　　　事業内容　　　食品製造販売事業

（２）企業結合日

　　　2021年４月１日

（３）企業結合の法的形式

　　　三洋食品株式会社を分割会社とし、新設会社を承継会社とする新設分割

（４）結合後企業の名称

　　　株式会社ＳＴＩサンヨー

（５）その他取引の概要に関する事項

　　　宮城県石巻市に既存する当社の完全子会社である三洋食品株式会社の石巻事業部と株式会社ヤマトミにつ

いて、両社の機能をより効率的に発揮し、事業を発展させ、また地元密着を深め地域振興に貢献するための

グループの組織再編を行うものであります。

　　　なお、新設会社である株式会社ＳＴＩサンヨーは、本新設分割に際して普通株式600株を発行し、そのす

べてを三洋食品株式会社に割当て交付しました。これと同時に三洋食品株式会社は割当て交付された株式の

すべてを、剰余金の配当として三洋食品株式会社の完全親会社である当社へ交付しました。

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年1月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年1月16日）に基づき、共通支配下の取

引として処理しております。

 

（連結子会社間の吸収合併及び存続会社の商号変更）

　当社の完全子会社である三洋食品株式会社は、2021年２月12日開催の取締役会において、同社を存続会社、同

じく当社の完全子会社である株式会社ヤマトミを消滅会社とする吸収合併及び存続会社の商号を株式会社ＳＴＩ

ミヤギに変更することを決議し、2021年４月１日付で吸収合併及び商号変更を実施いたしました。

１．取引の概要

（１）結合当事企業の名称及び事業の内容

　　①結合企業

　　　名称　　　　　三洋食品株式会社

　　　事業の内容　　食品製造販売事業

　　②被結合企業

　　　名称　　　　　株式会社ヤマトミ

　　　事業の内容　　食品製造販売事業

（２）企業結合日

　　　2021年４月１日

（３）企業結合の法的形式

　　　三洋食品株式会社を存続会社、株式会社ヤマトミを消滅会社とする吸収合併

（４）結合後企業の名称

　　　株式会社ＳＴＩミヤギ

（５）その他取引の概要に関する事項

　　　当社グループの経営の一環として、宮城県石巻市に既存する子会社の経営資源を統合し、両社の機能をよ

り効率的に発揮し、事業を発展させ、また地元密着を深め地域振興に貢献することにより、当社グループの

企業価値を向上させることを目的として、子会社を合併いたしました。

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年1月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年1月16日）に基づき、共通支配下の取

引として処理しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
至　2021年６月30日）

１株当たり四半期純利益 56.46円 114.70円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 282,332 630,317

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
282,332 630,317

普通株式の期中平均株式数（株） 5,000,000 5,495,450

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

　（注）１．前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するもの

の、当社株式は非上場であったため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

２．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年８月10日

株式会社ＳＴＩフードホールディングス

取締役会　御中

 

仰星監査法人

東京事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中川　隆之　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 三木　崇央　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＳＴＩ

フードホールディングスの2021年１月１日から2021年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年４

月１日から2021年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年１月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＳＴＩフードホールディングス及び連結子会社の2021年６月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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